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ふり遊びと認知発達研究がまとめられていた(発表者:溝)I[) 0 Goldstein et al. (2003) 
は、 トリの歌とヒトの言語発達の比較に関する考察を行っていた(発表者:鹿子木)。
後期に実施した研究内容について、ハトにおける物体遊びの研究(渡辺・中村・瀧本)
では、これまで遊びに関する報告が全くなかった、ハトの物体遊び(自発的に見られる
つつき行動)を報告した。観察した行動指標を統計的に分析することにより、逸話的事
例報告としてではなく、客観的な検討と裏づけを行った。フサオマキザルの物体遊びに
おける社会的学習・社会的参照の効果についての検討(瀧本・溝)I[)では、高度な道具
使用や、社会的学習をすることが知られているフサオマキザルの子どもが、物体遊びを
行うこと、そして、遊びの文脈において、社会的学習や社会的参照を示すことを明らか
にした。このことは、フサオマキザルも、ヒトの子どもと同様、他者との相互作用の中
で，様々な思考ブρロセスや行動パターンを獲得していくことを示唆する。フサオマキザ
ルの乳児における物体操作遊びに関する研究(中村・渡辺・別役)では、視線追従を利
用した実験から、生後 1ヶ月過ぎ頃から、遊びの文脈において重要な認知能力と考えら
れる、物体の永続性の萌芽が見られることを示した。複数物体に対する遊び行動の検討
では、生後 4ヶ月までに、両方への物体に興味を示しアクセスするが、同時に複数は扱
わないことが分かつた。デグーの物体操作実験における物体『遊び』行動の抽出と検討
(別役)では、 Burghadt(2005)の示した遊び行動の 5基準と照らし合わせることによ
って、げっ歯類の一種であるデグーが、物体遊びを行う可能性があることを示した。フ
サオマキザルにおけるマウンティングが遊びの中で持つ機能(森本)では、マウンティ
ングは個体間交渉の内容に関わらずサルの興奮が高まったときに見られ、それによって
興奮が抑えられることが示唆された。マウンティングがあった遊びイベントとなかった
遊びイベントで、個体が遊びに熱中していた度合や、遊びの持続時間などを定量化して
比較することで、遊び時におけるマウンティングの機能を検証できるかもしれない。
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